
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

一

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

一

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

一

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
入
札
の
公
告 

（
契　

約　

課
）　

　

二

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出 

四

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

四

〇
政
治
団
体
の
解
散
届 

五

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
一
年
分
） 

五

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
二
年
分
） 

六

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
三
年
分
） 

六

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出 

六

〇
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
し
の
届
出 

七

〇
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
の
一
部
改
正 

七

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
六
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東

部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
百
九
十
八
号

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
栗
原
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

（1）　 平成23年８月23日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2283号　　 

発　　　　行

宮 城 県
( 総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話  022（211）2267
(毎週火，金曜日発行)

実
施
年
月
日

平
成
二
十
三
年

九
月
二
十
六
日

　

同
九
月
二
十
七
日

　

同
九
月
二
十
八
日

実　

施　

区　

域

宮

城

郡

七
ヶ
浜
町

宮

城

郡

松

島

町

宮　

城　

郡

松

島

町

全

域

全

域

全

域

検
査
受
付
時
間

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で

実

施

の

場

所

七
ヶ
浜
町
役
場

松
島
町
中
央
公
民
館

（
母
子
セ
ン
タ
ー
側
出
入
口
）

松
島
町
中
央
公
民
館

（
母
子
セ
ン
タ
ー
側
出
入
口
）

変　

更　

の　

区　

間

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字
月
浜
一
番
一
地
先

か
ら

同
市
北
上
町
十
三
浜
字
立
神
無
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後

前
Ａ

　

Ａ
後　
　

Ｂ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

九
・
八
〜

 

四
〇
・
五

　

九
・
八
〜

 

四
〇
・
五

　

九
・
五
〜

二
一
・
三

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

八
七
六
・
九

八
七
六
・
九

九
三
八
・
五

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

栗
原
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
三
・
一
号　

国
道
幹
線

　
　
　
　
　
　

三
・
五
・
十
三
号　

中
央
線

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

１　

追
加
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

栗
原
市
志
波
姫
南
堀
口
、
志
波
姫
堀
口
西
風
前
、
志
波
姫
堀
口
堂
の
沢
、
志
波
姫
堀
口
沖
、
志
波
姫
北
堀
口
、

築
館
字
下
宮
野
小
牧
及
び
同
字
城
生
野
入
の
沢
の
各
一
部

　

２　

廃
止
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
西
風
前
、
志
波
姫
堀
口
御
駒
堂
、
志
波
姫
堀
口
堂
の
沢
、
志
波
姫
堀
口
沖
、
志
波
姫
堀
口

館
輪
、
志
波
姫
北
堀
口
、
志
波
姫
八
樟
里
、
築
館
字
下
宮
野
小
牧
、
同
字
城
生
野
入
の
沢
、
同
字
城
生
野
峯
岸
及

び
同
字
城
生
野
地
蔵
堂
の
各
一
部

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
（
建
設
部
都
市
計
画
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
九
月
六
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
を
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

入
札
に
付
す
る
事
項

　

１　

購
入
物
品
及
び
数
量　

可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
６
台
ほ
か　

一
式

　

２　

購
入
物
品
の
仕
様
等　

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

　

３　

納
入
期
限　

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日
（
水
）

　

４　

納
入
場
所　

宮
城
県
原
子
力
セ
ン
タ
ー

二　

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

１　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ

る
こ
と
。

２　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
者
又
は
開
札
時
ま
で
に
宮
城

県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３　

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
附
則
第
二
条
に
よ

る
廃
止
前
の
和
議
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
和
議
開
始
の
申
立
て

を
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４　

平
成
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
民
事
再
生
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
手
続
開
始

の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
第
三
十
三
条
第

一
項
の
再
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
に
係
る
同
法
第
百
七
十
四
条
第
一
項
の
再
生
計
画
認
可

の
決
定
が
確
定
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
を
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を

な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

５　

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続

開
始
の
申
立
て
を
し
て
い
な
い
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
て
い
な
い
者
（
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
更
生
事
件
に
係
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
同
法
に
基
づ
く

更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
者
が
そ
の
者
に
係
る
更
生
計
画
認
可
の
決
定
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
者
を
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
な
か
っ
た
者
又
は
申
立
て
を
な
さ
れ
な
か
っ
た
者
と
み
な
す
。

６　

宮
城
県
か
ら
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
制
限
の
措
置
を
受
け
て
い
る
期
間
中
の
者
で
な
い
こ

と
。

７　

宮
城
県
入
札
契
約
暴
力
団
等
排
除
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
一
月
一
日
施
行
）
別
表
各
号
に
規
定
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

な
お
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
人
が
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
業
務
と
し
て
行
っ
た
行

為
は
、
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
行
為
と
み
な
す
。

�
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
の
役
員
等
（
法
人
の
場
合
は
非
常
勤
を
含
む
役
員
及
び
支
配
人
並
び
に
支
店

又
は
営
業
所
の
代
表
者
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
法
人
の
役
員
等
と
同
様
の
責
任
を
有
す
る
代
表
者
及
び
理

事
等
、
個
人
の
場
合
は
そ
の
者
並
び
に
支
配
人
及
び
営
業
所
の
代
表
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
が
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
暴
対
法
」
と
い
う
。）

第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。）
で
あ
る
場
合
又
は
暴
力
団
員
が
経

営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

�
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
自
社
、
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
な
利
益
を
図

り
、
又
は
第
三
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
を
も
っ
て
、
暴
対
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
（
以
下
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「
暴
力
団
」
と
い
う
。）、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
、
暴
力
団
員
に
協
力
し
、
若
し
く
は
関
与
す
る
等
こ
れ
と
関

わ
り
を
持
つ
者
と
し
て
、
警
察
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
者
若
し
く
は
警
察
が
確
認
し
た
者
（
以
下
「
暴
力
団
関
係

者
」
と
い
う
。）
の
威
力
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

�
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
、
暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
関
係
者
（
以

下
「
暴
力
団
等
」
と
い
う
。）
又
は
暴
力
団
等
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等
に
対
し
て
、
資
金
等
を
提
供
し
、
又
は
便
宜
を
供
与
す
る
な
ど
積
極
的
に
暴
力
団
の
維
持
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

�
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

�
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
そ
の
役
員
等
が
、
暴
力
団
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
と
取

引
し
た
り
、
又
は
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

８　

購
入
物
品
に
対
す
る
迅
速
な
保
守
及
び
修
理
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

９　

入
札
参
加
資
格
申
請
場
所　

宮
城
県
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
で
入
札
を
希
望
す

る
者
は
、
当
県
所
定
の
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
宮
城

県
出
納
局
契
約
課
管
理
班
（
〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号　

電
話
〇

二
二－

二
一
一－

三
三
三
五
）
へ
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
（
水
）
午
後
五
時
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

三　

入
札
書
の
提
出
場
所
等

　

１　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
の
利
用

�
　

本
調
達
案
件
は
、
電
子
入
札
（
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
を
い
う
。）
の
送
受
信
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け
る
相
手
方
決
定
の
手
続

き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
紙
入
札
（
書
面
に
よ
り
執
行
す
る
競
争
入
札
又
は
随
意
契
約
に
お
け

る
相
手
方
決
定
の
手
続
き
の
総
称
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
併
用
し
て
入
札
を
行
う
も
の
と
す
る
。

�
　

本
調
達
案
件
に
参
加
す
る
者
の
う
ち
、
宮
城
県
物
品
等
電
子
調
達
実
施
要
領
（
平
成
十
九
年
六
月
一
日
施
行

（
以
下
「
要
領
」
と
い
う
。））
第
五
第
一
項
に
規
定
す
る
宮
城
県
物
品
等
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
。）
の
利
用
者
の
登
録
を
行
い
、
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

律
第
百
二
号
）
に
基
づ
き
主
務
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
特
定
認
証
業
務
を
行
う
者
が
発
行
す
る
電
子
的
な
証
明

書
を
格
納
し
て
い
る
カ
ー
ド
（
以
下
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」
と
い
う
。）
を
取
得
し
て
要
領
第
五
第
二
項
に
規
定
す

る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
を
行
っ
た
者
は
、
入
札
書
及
び
入
札
説
明
書
に
定
め
る
必
要
書
類
（
以
下
「
入
札
書
等
」

と
い
う
。）
を
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
　

前
号
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
を
行
っ
た
者
以
外
の
者
及
び
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
を
行
っ
た
者
の
う
ち
紙
入
札
を
希

望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
紙
入
札
参
加
承
認
願
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２　

書
面
に
よ
る
入
札
書
の
提
出
場
所
、
契
約
条
項
及
び
契
約
条
件
を
示
す
場
所
、
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
並
び

に
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
出
納
局
契
約
課
物
品
班
（
担
当　

加
納　

洋
美　

電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
三
三
二
）

３　

郵
送
に
よ
る
入
札
説
明
書
の
交
付
期
限　

郵
送
に
よ
り
書
面
で
の
入
札
説
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で
２
あ
て
申
し
出
る
こ
と
。

　

４　

一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

�
　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
入
札
説
明
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
三
年
九
月
六
日

（
火
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
し
、
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

�
　

書
面
に
よ
り
参
加
資
格
審
査
を
受
け
る
場
合　

書
面
に
よ
り
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
説
明

書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
九
月
六
日
（
火
）
ま
で
の
間
に
必
要
書
類
を
作
成
の
上
、
提
出
し
、

参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
　

開
札
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、�
又
は�
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

５　

入
札
書
の
提
出
期
限
等

　
　
�
　

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
入
札
す
る
場
合

　

入
札
期
間　

平
成
二
十
三
年
九
月
九
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
（
火
）　

午
後

五
時
ま
で

　
　
�
　

書
面
に
よ
り
入
札
書
を
提
出
す
る
場
合

　
　
　

イ　

日
時　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
（
火
）
午
後
五
時

　
　
　

ロ　

場
所　

２
に
同
じ

　
　
　

ハ　

郵
送
に
よ
る
場
合
は
、配
達
証
明
付
書
留
郵
便
に
よ
り
イ
の
日
時
ま
で
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

た
だ
し
、
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
６
の
開
札
の
日
時
ま
で
開
札
場
所
へ
提
出
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

ニ　

提
出
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
入
札
書
は
、
い
か
な
る
事
由
が
あ
っ
て
も
受
理
し
な
い
。

　

６　

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　
　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
四
日
（
水
）
午
前
十
時　

宮
城
県
行
政
庁
舎
二
階
第
一
入
札
室

四　

入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者　

二
に
定
め
る
資
格
を
有
し
な
い
者

（3）　 平成23年８月23日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2283号　　 



五　

そ
の
他

１　

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨　

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨
に
限
る
。

２　

入
札
保
証
金　

財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
七
号
）
第
九
十
七
条
及
び
第
九
十
八
条
並
び
に
平

成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
入
札
保
証
金
の
免
除
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
一

号
）
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
。

３　

契
約
保
証
金　

財
務
規
則
第
百
十
三
条
及
び
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
。

４　

入
札
の
無
効　

本
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札

に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

５　

入
札
金
額
の
記
載
方
法　

契
約
金
額
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
五
に
相
当
す
る

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て

た
金
額
）
を
加
え
た
金
額
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か

免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に

記
載
す
る
こ
と
。

６　

落
札
者
の
決
定
方
法　

予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札

者
と
す
る
。

７　

契
約
書
作
成
の
要
否　

要　

８　

申
請
書
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費　

申
請
書
等
を
提
出
す
る
入
札
参
加
希
望
者
の
負
担
と
す
る
。

９　

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

六　

概
要

S
um
m
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選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

政
党
の
支
部

　
�
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
�
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）
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政
治
団
体
の
名
称

み
ん
な
の
党
宮
城

県
議
会
第
４
支
部

代　

表　

者

の　

氏　

名

菊
地　

幸
郎

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

五
十
嵐
裕
生

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
郷
六
字�

岡
下
四
九－

一

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

〇

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
十
九
日

　

政
治
団
体
の
名
称

さ
い
と
う
道
夫
後
援
会

村
田
町
に
自
治
の
柱
を

立
て
る
会

山
内
一
英
の
会

若
生
ひ
ろ
し
後
援
会

代　

表　

者

の　

氏　

名

斎
藤　

道
夫

佐
藤　

正
隆

山
内　

一
英

村
田　

直
喜

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

斎
藤　

孝
子

佐
藤　

洋
子

佐
藤　
�
宏

若
生　
　

隆

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

柴
田
郡
村
田
町
大
字
沼
辺
字
新
小
谷
地

四－

一
四

柴
田
郡
村
田
町
関
場
砂
子
八

仙
台
市
宮
城
野
区
仙
石
二
一－

八

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢
字
袖
町
三
一

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
二
十
八
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
十
九
日

政
治
団
体
の
名
称

安
藤
よ
し
お
後
援
会

異
動
事
項

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

新

白
石
市
越
河
五
賀
字
乙

森
三－

二

旧

白
石
市
越
河
五
賀
字
八

幡
六
六－

一

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
六
日



〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
一
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（資
金
管
理
団
体

）

ケ
ヤ
キ
市
民
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
小
野
寺
信
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
仙
台
市
長

報
告
年
月
日
23.
7.
8
21.
12.
3

        
（         1  解

散

）

１
収
入
総
額

23,567

      

前
年
繰
越
額

23,567

      

２
支
出
総
額

0  

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

黒
沢
和
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
29

23.
7.
2

         
（        3  解

散
)  

１
収
入
総
額

30,500

      

本
年
収
入
額

30,500

      

２
支
出
総
額

30,500

      

３
本
年
収
入
の
内
訳

個
人
の
党
費
・
会
費

61

 

（  人
)

30,500

  

      　

４
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

30,500
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改
革
み
や
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク小
泉
光
を
励
ま
す
会

境
恒
春
後
援
会

さ
さ
き
征
治
後
援
会

佐
藤
正
友
後
援
会

　
渋
谷
ま
さ
よ
し
後
援
会

し
む
ら
新
一
郎
後
援
会

税
理
士
に
よ
る
愛
知
治
郎

後
援
会

　
高
野
す
す
む
後
援
会

土
井
と
お
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
21久

勉
後
援
会

富
県
み
や
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク村
井
嘉
浩
後
援
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

野
村　

守
正

草
野　

昭
徳

気
仙
沼
市
三
日
町
一－

二－

二
六

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字

西
銭
神
一
七－

三

伊
藤　

捷
治

佐
藤　

彰
一

白
石
市
福
岡
長
袋
字
下

河
原
五
七－

一

白
石
市
福
岡
深
谷
字
青

木
六
四

国
会
議
員
関
係
政
治
団

体
以
外
の
政
治
団
体

　
千
葉　

義
昭

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町

一
一－

一
二

高
橋　

俊
吾

野
村　

守
正

野
村　

守
正

佐
々
木　

盛

杉
本　
　

仁

気
仙
沼
市
弁
天
町
一－

一－

八

大
崎
市
鹿
島
台
広
長
字

大
館
下
五－

二

佐
藤　

徳
衛

伊
藤　

捷
治

白
石
市
福
岡
長
袋
字
下

ノ
神
明
四
八

白
石
市
福
岡
深
谷
字
地

蔵
堂
一
〇
八

法
第
十
九
条
の
七
第
一

項
第
二
号
に
係
る
国
会

議
員
関
係
政
治
団
体

愛
知　

治
郎
、
参
議
院

議
員

片
岡　

喜
一

仙
台
市
青
葉
区
大
町
一

－

一－

一
〇

浅
野　

周
弥

佐
々
木　

盛

佐
々
木　

盛

平
成
二
十
三
年

 

七
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
二
十
二
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
六
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
四
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
十
九
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
十
二
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
四
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
二
十
七
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
五
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
十
一
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
一
日

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

黒
沢
和
雄
後
援
会

ケ
ヤ
キ
市
民
の
会

佐
藤
輝
雄
後
援
会

�
橋
左
文
後
援
会

代
表
者
の
氏
名

小
野
卯
三
郎

小
野
寺
信
一

中
村　

政
喜

大
槻　

敏
也

解
散
年
月
日

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
三
日

平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日



機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

30,500

      

機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

30,500

      

�
橋
左
文
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
14

23.
3.
1

         
（        1  解

散
)  

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

黒
沢
和
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
29

23.
7.
2

         
（        3  解

散

）

１
収
入
総
額

71,500

      

本
年
収
入
額

71,500

      

２
支
出
総
額

71,500

      

３
本
年
収
入
の
内
訳

個
人
の
党
費
・
会
費

143

（   人

）

71,500

      

４
支
出
の
内
訳

経
常
経
費

30,000

      

事
務
所
費

30,000

      

政
治
活
動
費

41,500

      

機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

41,500

      

機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

41,500

      

佐
藤
輝
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
1
23.
6.
3

        
（        0  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

�
橋
左
文
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
14

23.
3.
1

         
（        1  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

黒
沢
和
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
29

23.
7.
2

         
（        3  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

佐
藤
輝
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
1
23.
6.
3

        
（        0  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

�
橋
左
文
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
7.
14

23.
3.
1

         
（        1  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

〇
宮
選
管
告
示
第
八
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
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委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
九
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

〇
宮
選
管
告
示
第
九
十
一
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

塩
竈
市
体
育
館
（
第
二
競
技
場
・
研
修
室
）
の
項
中
「
塩
竈
市
体
育
館
（
第
二
競
技
場
・
研
修
室
）」
を
「
塩
釜
ガ

ス
体
育
館
（
第
二
競
技
場
・
研
修
室
）」
に
改
め
る
。

　

大
郷
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
フ
ラ
ッ
プ
大
郷
二
一
の
項
を
削
る
。

　

大
郷
町
民
体
育
館
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

大
郷
町
大
松
沢
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

同　

郡
同　

町
大
松
沢
字
馬
場
崎
一
番
地
の
一　
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資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名　
　
　
　

斎
藤　

道
夫

公
職
の
種
類

村
田
町
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

さ
い
と
う
道
夫
後
援

会

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

柴
田
郡
村
田
町
大
字

沼
辺
字
新
小
谷
地
四

－

一
四

代
表
者
の

氏　
　

名

斎
藤　

道
夫

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
二
十
六
日

届
出
を
し
た

者
の
氏
名　

小
野
寺
信
一

公
職
の
種
類

仙
台
市
長

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

ケ
ヤ
キ
市
民
の
会

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
青
葉
区
一
番

町
二－

一
一－
一
二

代
表
者
の

氏　
　

名

小
野
寺
信
一

資
金
管
理
団
体
で

な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

七
月
八
日


